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	応用
	抗原情報
	背景
	Cullin1（CUL1）は、リングフィンガー型E3リガーゼの骨格タンパク質であるCullinファミリータンパク質に属します。ヒトには、CUL1-3、CUL4A、CUL4B、CUL5、CUL7の7つのCullinタンパク質が存在します。Cullin1は、酵母由来のCdc53の哺乳類ホモログです。CUL1は、p21 Waf1/Cip1、サイクリンD、IκBαのユビキチン依存性分解を媒介することが示されています。各Cullinタンパク質は、プロトタイプのリング型E3リガーゼであるSkp1-CUL1-F-box複合体に類似したE3リガーゼを形成できます。Cullin-RINGフィンガー型E3リガーゼは、マウスにおけるCUL1、CUL3、またはCUL4Aのノックアウトが初期胚致死につながることを示す遺伝学的研究によって強調されているように、初期胚発生における重要な調節因子です。
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;ユビキチン媒介タンパク質分解;WNT;WNT-T CELLTGF-beta;
	画像データ
	

	Cullin 1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Cullin 1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Cullin 1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CUL-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	CUL-1ポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット解析

